
 
北海道中小企業家同友会釧路支部 
  第１４期同友会釧路幹部大学のご案内 

 
 

 
 
幹部社員が成長すると企業は発展します！ 

１３年の実績、１５０名の修了生が企業で活躍！ 
 

激変する情勢と課題を正確に認識し、素早く対応する力が幹部に求められています。受講生

自身の生き方を科学的に問いながら自己変革を迫る幹部大学。人材の優劣が企業の命運を

分かつ時代です。是非、貴社の幹部をお出しください。 

北海道中小企業家同友会釧路支部 

共育・求人委員長 太田 勉 

 

カリキュラム 
  

日時 テーマ 講師 内容 

第１講 

（人間関係） 

１月１２日
（金） 

「人と人の関わりとは」 

～グループワークからの気づき～

釧路工業高等専門学校 

助教授 

三島 利紀 氏
【グループ討論・懇親会】

上級教育カウンセラーとして

学生の悩みに触れてきた講師

が語る人付き合いの要諦。参加

者の潜在意識に鋭く迫る。 

第２講 

（経済） 

１月１９日
（金） 

「経済・人・企業」 

～中小企業に生きる幹部像～ 

北海道中小企業家同友会 

専務理事 

  細川 修 氏 
【グループ討論有】 

２１世紀に生き残る幹部は何

を学ばなければならないのか。

情勢を分析し、中小企業で働く

意義を確認する。 

第３講 

（指導力） 

１月２６日
（金） 

「社員が主役の会社をつくる」

 

大島歯科医院  

院長 大島 尚久 氏 
(有)あんずカンパニー  

社長 須藤  隆昭 氏 
 【グループ討論有】 

社員が自主的にやりがいを持

ちながら仕事をする組織をど

うつくるのか。各社の人間尊重

経営の実践報告から学ぶ。 

第４講 

（哲学） 

２月２日（金） 「私とは何か」   

釧路公立大学  

教授  

  高野 敏行 氏 
 

我々は「私」を別段深く考えず

に暮らしている。「私」とはそ

もそもどういったものなのか

を考える。 

第５講 

（歴史） 

２月９日（金） 
「クスリから釧路へ」 

～その発展の歩み～ 

釧路公立大学  

教授   

   高嶋 弘志 氏 
 

江戸時代以来、小さな鄙びた漁

村にしか過ぎなかった釧路。な

ぜ明治時代に急速に発展した

のか？その要因を解明する。 

第６講 

（表現） 

２ 月 １ ６ 日
（金） 

「プレゼンテーション力を高め

よう」 

 

(株)コム 

社長  

小川 安夫 氏 
【グループ討論有】 

自分の考えていることを正確

に素早く周囲に伝えるにはど

うしたらいいのか。表現の「定

石」について学ぶ。 

第７講 

（文学） 

２ 月 ２ ３ 日
（金） 

「正義と現実～志賀直哉『正義派』

を通して～」 

釧路工業高等専門学校 

教授 

  小田島 本有 氏 

正義感に駆られた行動が、現実

の過酷な運命を招く。社会人と

して組織に組み込まれるとい

うことはその矛盾を抱え込む

ことに他ならない。さて我々は

どうすべきか。 

第８講 

（総括） 

３月２日（金） 
 

＜意見発表＞ 

「私の今後の課題」 

＜助言者＞ 
 

同友会釧路支部役員 
 

幹部大学で私たちは何を学ん

だのか。どのような変化を遂げ

なければならないのか。受講生

の意見発表と役員の助言。 



◆目的    ①広い知識と文化・科学の基礎を学ぶ 

          ②科学的なものの見方、考え方を身につける 

          ③幹部の「共育」の実践力を養い企業体質を改善する 

◆対象    会員企業の幹部社員か後継者、及び経営者。 

◆受講料  ３万円（税込） 

◆日時    ２００７年１月１２日(金)～３月２日(金)までの８講座  １８時～２０時３０分 

◆会場    １講（釧路シーサイドホテル）２～８講（まなぼっと６０１号室） 

◆修了式 ３月１６日（金）１８時～１９時３０分  

◆運営  ①講義毎にレポートを作成していただきます。 

        ②５講座以上に出席してレポートを提出し、４０点以上を得点した方には修了証書を授与します。 

        ③修了者は「幹部大学同窓会」に入会していただき、研修活動に取り組んでいただきます。 

◆聴講 一講座５０００円（幹部大学同窓生は無料） 

 

同窓会からのメッセージ 
 

         

 

  「やり遂げた感」 

                     丸中釧路中央青果株式会社  斉藤和芳（１３期修了） 

 

 幹部大学は卒業生の先輩方に聞く通り、つらいものでした。しかし、普段何となく過ごしてい

ては絶対体験出来ない、ぎゅっと濃縮された約２ヶ月間である事は間違いありません。そこに

は、学校では学べなかった観点での勉強の楽しさがあり、卒業するときにはもっと学びたいと

思うかもしれません。冬の寒い時期、しかも毎週、花の金曜日（古い？）の晩を完全に拘束さ

れ、そして次の週の金曜日までにレポートを提出しなくてはならない、これは効きます。でも、

頑張って無事卒業で来たときのやり遂げた感はきっと、普段味わえないものとなるでしょう。 

今年度、参加する皆さん、途中でくじけそうになるかもしれません。でも、思い出してください。

幹部大学には１５０名の卒業生の方々がこれを乗り越えてきているのです。自分に出来ない

はずはありません。ぜひ、「やり遂げた感」を味わい、仲間になりましょう。 

幹部大学同窓生一同、お待ちしています。 

 

     第１４期同友会釧路幹部大学 受講申込書 
     

●申込書を事務局までＦＡＸか郵便、電子メールでお送りください。 

        北海道中小企業家同友会釧路支部 共育・求人委員会   

〒０８５－００５１ 釧路市光陽町１１－７ 

電話０１５４－３１－０９２３ ＦＡＸ０１５４－３１－０９４４ kushiro@hokkaido.doyu.jp

 

 

会社名 
 

 
会社電話 

 

受講者氏名 
 

 
会社ＦＡＸ 

 

ふりがな 
 

 
Ｅメール  

役職 
 

 
生年月日 １９    年   月   日 

＊切り取らないでこのままお送りください。２名以上でお申込みされる時はコピーしてお使い下さい。 

mailto:kushiro@hokkaido.doyu.jp

